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昭
和
１
０
０
年
記
念
・
令
和

８
年
度
全
日
本
少
年
少
女
合
気

道
錬
成
大
会
（
主
催
�
公
益
財

団
法
人
日
本
武
道
館
・
公
益
財

団
法
人
合
気
会
、
後
援
�
ス
ポ

ー
ツ
庁
・
日
本
武
道
協
議
会
）

は
、
７
月
１９
日
、
日
本
武
道
館

で
午
前
１１
時
よ
り
開
催
さ
れ
、

１
４
２
団
体
・
１
４
７
６
名
が

参
加
し
た
。

開
会
式
は
植
芝
充
央
合
気
道

本
部
道
場
長
の
開
会
宣
言
で
始

ま
っ
た
。

国
歌
斉
唱
の
後
、
大
会
会
長

挨
拶
と
し
て
、
元
国
家
公
安
委

員
長
・
山
谷
え
り
子
（
公
財
）

日
本
武
道
館
常
任
理
事
が
、

「
こ
こ
日
本
武
道
館
は
、
武
道

を
志
す
者
の
聖
地
で
す
。
皆
さ

ん
緊
張
感
と
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
美
し
い
空
気
を
体
中

に
吸
い
込
ん
で
、
充
実
し
た
一

日
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
合
気
道
は
心
身

一
如
、
心
と
技
を
磨
い
て
、
生

涯
を
か
け
て
学
ぶ
に
ふ
さ
わ
し

い
武
道
、
美
し
い
生
き
方
を
学

ぶ
武
道
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
、
日
頃
の
稽
古
の
成
果
を

存
分
に
発
揮
さ
れ
、
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
仲
間
と
の
交
流
を
深

め
て
、
充
実
し
た
一
日
に
、
そ

し
て
明
日
か
ら
の
稽
古
に
繋
げ

て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
挨
拶
。

続
い
て
大
会
名
誉
会
長
挨
拶

と
し
て
、
（
公
財
）
合
気
会
理

事
長
・
植
芝
守
央
合
気
道
道
主

が
、

「
本
日
は
北
は
青
森
県
、
西
は

香
川
県
か
ら
お
集
ま
り
に
な
り

ま
し
た
。
稽
古
錬
成
で
は
、
指

導
の
先
生
の
姿
勢
、
動
き
を
よ

く
見
て
稽
古
す
る
こ
と
。
演
武

錬
成
で
は
、
日
頃
そ
れ
ぞ
れ
の

道
場
で
稽
古
を
し
て
い
る
成
果

を
存
分
に
発
揮
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
夏
の
良
い

思
い
出
に
な
る
よ
う
に
、
皆
さ

ん
の
力
で
、
素
晴
ら
し
い
大
会

に
導
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
日
一
日
し
っ
か
り

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」と
挨
拶
。

祝
電
披
露
の
あ
と
、
金
澤
威

大
会
実
行
委
員
長
よ
り
、

「
稽
古
錬
成
で
は
、
他
の
道
場

の
お
友
達
と
積
極
的
に
稽
古
を

し
て
く
だ
さ
い
。
演
武
錬
成
で

は
自
分
た
ち
の
道
場
で
や
っ
て

き
た
稽
古
を
し
っ
か
り
出
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
最
後
に
、

模
範
演
武
が
あ
り
ま
す
。
近
く

で
先
生
方
の
演
武
を
見
て
、
学

ん
だ
こ
と
を
道
場
に
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。
こ
の
広
い
日
本
武

道
館
で
、
し
っ
か
り
と
稽
古
し

て
く
だ
さ
い
」
と
錬
成
上
の
注

意
が
述
べ
ら
れ
た

続
い
て
参
加
者
を
代
表
し
て

岩
間
合
気
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
中
田
大
翔
さ
ん
（
中
学
２
年

生
）
、
鈴
木
葵
依
さ
ん
（
小
学

６
年
生
）
よ
り
誓
い
の
言
葉
が

述
べ
ら
れ
た
。

引
き
続
き
、
少
年
少
女
武
道

優
良
団
体
表
彰
が
行
わ
れ
、
つ

く
ば
合
気
道
会
（
茨
城
県
）
、

合
気
道
幸
徳
会
（
神
奈
川
県
）

の
２
団
体
が
表
彰
さ
れ
た
。

大
会
は
、
Ａ
班
と
Ｂ
班
の
二

部
に
分
け
ら
れ
た
。
稽
古
錬
成

の
後
、
飲
水
休
憩
、
演
武
錬
成

の
後
、模
範
演
武
が
行
わ
れ
た
。

模
範
演
武
は
Ａ
班
を
本
部
道
場

指
導
部
師
範
・
指
導
員
が
、
Ｂ

班
を
植
芝
本
部
道
場
長
が
行
っ

た
。

稽
古
・
演
武
と
も
に
子
供
た

ち
は
元
気
よ
く
取
り
組
み
、
会

場
内
に
子
供
た
ち
の
熱
気
が
あ

ふ
れ
た
。
ま
た
模
範
演
武
で
は

植
芝
本
部
道
場
長
は
じ
め
本
部

道
場
の
指
導
者
の
技
を
食
い
入

る
よ
う
に
見
つ
め
て
い
た
。
各

班
終
了
後
に
は
記
念
撮
影
の
時

間
も
設
け
ら
れ
、
夏
の
思
い
出

を
写
真
に
収
め
る
光
景
も
各
所

で
見
ら
れ
た
。

閉
会
式
で
は
、
努
力
賞
と
錬

成
証
の
授
与
が
行
わ
れ
た
。
努

力
賞
は
代
表
と
し
て
大
阪
武
育

会
り
ん
く
う
道
場
の
宮
内
駿
さ

ん
（
小
学
６
年
生
）
、
錬
成
証

は
参
加
者
代
表
と
し
て
合
氣
道

修
練
道
場
自
然
館
の
中
村
太
一

さ
ん
（
中
学
２
年
生
）
、
道
場

代
表
と
し
て
春
風
合
気
道
会
が

授
与
さ
れ
た
。

最
後
に
大
会
顧
問
・
可
児
晋

（
公
財
）
合
気
会
理
事
に
よ
る

閉
会
宣
言
で
大
会
は
幕
を
閉
じ

た
。道

主
に
日
本
武
道

協
議
会
か
ら
感
謝
状

６
月
１８
日
、
植
芝
守
央
道
主

が
日
本
武
道
協
議
会
常
任
理
事

を
退
任
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の

功
績
を
称
え
感
謝
状
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
た
。
道
主
は
１
９

９
８
年
、
日
本
武
道
協
議
会
の

常
任
理
事
に
就
任
。
２８
年
に
わ

た
り
、
同
会
の
運
営
に
尽
力
さ

れ
武
道
の
普
及
振
興
と
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
。

会場いっぱいに広がって舟漕ぎ運動

植芝大会名誉会長山谷大会会長

植芝本部道場長の模範演武

道

歌

又
し
て
も

行
き
詰
ま
る
た
び

思
ふ
か
な

い
づ

み
づ

厳
と
瑞
と
の

有
難
き
道

先
月
末
、
熊
本
地

方
で
最
大
震
度
７
を

観
測
す
る
大
地
震
が

発
生
し
た
。
１０
年
前

の
熊
本
地
震
を
思
い

出
す
。
今
回
は
酷
暑

が
懸
念
さ
れ
る
中
で
の
被
災
だ

け
に
、
避
難
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
方
々
の
ご
苦
労
は
如
何

ば
か
り
で
あ
ろ
う
か
。
一
日
も

早
い
救
済
と
被
災
地
の
復
旧
・

復
興
が
進
む
こ
と
を
お
祈
り
す

る
ば
か
り
だ
。

４
月
に
気
象
庁
は
最
高
気
温

が
４０
度
以
上
と
な
る
日
を
「
酷

暑
日
」
と
呼
称
す
る
こ
と
を
定

め
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
先
々

月
か
ら
各
地
で
４０
度
を
超
え
る

猛
暑
に
見
舞
わ
れ
、
山
火
事
も

相
次
い
で
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で

も
先
月
初
め
か
ら
４０
度
を
超
え

る
地
域
が
続
出
し
た
。
日
本
で

も
梅
雨
明
け
以
降
、
各
地
で
４０

度
を
超
え
る
酷
暑
日
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
も
地
球
温
暖

化
の
影
響
で
あ
ろ
う
か
。

先
月
、
「
昭
和
１
０
０
年
記

念
」
を
冠
し
た
令
和
８
年
度
全

日
本
少
年
少
女
合
気
道
錬
成
大

会
が
日
本
武
道
館
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。
今
年
も
前
半
を
Ａ

班
、
後
半
を
Ｂ
班
に
分
け
て
、

子
供
達
の
滞
在
時
間
を
短
縮
す

る
措
置
が
と
ら
れ
た
。
猛
暑
の

時
期
の
熱
中
症
対
策
に
な
っ
て

い
た
と
思
う
。
昨
年
同
様
に
稽

古
錬
成
で
は
掛
か
り
稽
古
も
行

わ
れ
、
子
供
達
が
楽
し
そ
う
に

取
り
組
ん
で
い
た
。
続
く
演
武

錬
成
で
は
子
供
達
の
元
気
溌
剌

と
し
た
演
武
に
魅
了
さ
れ
た
。

最
後
の
先
生
方
の
模
範
演
武
は

合
気
道
の
素
晴
ら
し
さ
を
子
供

達
の
心
に
深
く
刻
み
込
ん
だ
こ

と
と
思
う
。
合
気
道
の
未
来
を

担
う
子
供
達
の
成
長
に
触
れ
る

事
が
出
来
た
貴
重
な
一
日
と
な

っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
今
月
も
食
品
価

格
の
値
上
げ
が
続
い
て
い
る
。

２
０
０
０
品
目
以
上
の
値
上
が

り
は
２
ヶ
月
連
続
で
あ
る
。
中

東
情
勢
の
影
響
も
あ
る
が
、
最

大
の
要
因
は
円
安
に
よ
る
原
材

料
の
輸
入
価
格
の
上
昇
の
よ
う

だ
。
今
こ
そ
円
安
是
正
を
含
め

た
総
合
的
な
物
価
高
対
策
が
必

要
な
時
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
可
児

晋
）

令 和
８年度 全日本少年少女合気道錬成大会

１４２
団
体
・

１４７６
名
の
熱
気
溢
れ
る

元気よく声を張り上げる

元気よく演武
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つ
く
ば
合
気
道
会

こ
の
た
び
、
私
た
ち
の
団
体

が
少
年
少
女
武
道
優
良
団
体
に

選
ば
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
大
変

光
栄
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

子
供
た
ち
と
一
緒
に
積
み
重
ね

て
き
た
日
々
の
稽
古
を
思
い
返

し
、
大
変
う
れ
し
く
、
あ
り
が

た
く
感
じ
て
い
ま
す
。

当
会
は
平
成
２３
年
１
月
に
立

ち
上
げ
た
団
体
で
す
。
当
初
は

公
共
施
設
を
借
り
て
稽
古
を
開

始
し
、
程
な
く
し
て
少
年
部
を

開
設
し
募
集
し
ま
し
た
。
開
設

し
た
ば
か
り
は
人
数
も
集
ま
ら

ず
、
ま
た
指
導
要
領
も
よ
く
分

か
ら
ず
「
募
集
」
「
指
導
」
両

方
で
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
し
た

（
あ
る
意
味
現
在
も
で
す
が

…
）
。
そ
し
て
平
成
２４
年
末
に

私
設
道
場
「
守
谷
鈴
木
道
場
」

を
開
設
し
、
少
年
部
の
稽
古
曜

日
、
時
間
を
充
実
さ
せ
る
と
会

員
数
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
に
入
り
稽
古
中
断
す
る
子

供
た
ち
が
増
え
、
少
年
部
の
会

員
数
は
半
分
以
下
に
ま
で
減
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
た
だ
、
踏

み
と
ど
ま
っ
て
く
れ
た
少
人
数

の
子
供
た
ち
と
密
度
の
濃
い
稽

古
が
出
来
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
収

束
後
、
新
規
入
会
者
も
増
え
て

き
ま
し
た
。
踏
み
と
ど
ま
っ
て

く
れ
た
子
供
た
ち
が
し
っ
か
り

と
し
た
合
気
道
を
初
心
者
の
子

に
指
導
し
て
く
れ
る
の
で
、
少

年
部
は
コ
ロ
ナ
禍
前
よ
り
も
人

数
が
増
え
、
さ
ら
に
活
気
が
あ

ふ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
本
当
に
こ
の
子
達
に
は
感

謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
、
私
は
子
供
た
ち
に

は
合
気
道
の
「
入
身
」「
転
換
」

を
実
生
活
に
お
い
て
も
生
か
せ

る
よ
う
な
指
導
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
そ
し
て
私
自
身
が
も
っ

と
合
気
道
の
魅
力
を
子
供
た
ち

に
伝
え
て
い
き
、
将
来
の
合
気

道
指
導
者
を
輩
出
で
き
れ
ば
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
（
つ
く
ば

合
気
道
会

鈴
木
雄
大
）

幸

徳

会

こ
の
た
び
、
全
日
本
少
年
少

女
武
道
錬
成
大
会
に
お
い
て
、

優
良
団
体
表
彰
を
受
け
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た

る
関
係
各
位
の
ご
支
援
に
よ

り
、
こ
の
よ
う
な
名
誉
あ
る
表

彰
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

幸
徳
会
は
１
９
９
５
年
に
川

崎
市
石
川
記
念
武
道
館
に
て
発

足
致
し
ま
し
た
。
当
時
よ
り
武

道
館
で
は
主
催
事
業
と
し
て
合

気
道
教
室
が
開
講
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
稽
古
に
参
加
す
る

方
々
の
中
か
ら
希
望
者
を
合
気

会
の
活
動
へ
と
つ
な
げ
る
た

め
、
指
導
員
数
名
で
幸
徳
会
を

立
ち
上
げ
た
こ
と
が
そ
の
始
ま

り
で
し
た
。

ま
た
、
武
道
館
で
は
春
と
秋

に
初
心
者
教
室
が
開
催
さ
れ
、

そ
こ
で
合
気
道
に
興
味
を
深
め

た
方
々
を
合
気
道
教
室
へ
迎
え

入
れ
る
と
い
う
好
循
環
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
流
れ
の

中
で
子
供
た
ち
の
参
加
も
増

え
、
私
の
娘
が
「
私
も
合
気
道

を
や
り
た
い
」
と
言
い
出
し
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
少
年
部

を
創
設
致
し
ま
し
た
。

以
来
３１
年
、
子
供
た
ち
と
向

き
合
う
時
間
は
私
に
と
っ
て
仕

事
の
疲
れ
を
忘
れ
さ
せ
、
心
を

整
え
て
く
れ
る
大
切
な
時
間
で

も
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

か
つ
て
の
子
供
た
ち
が
今
で
は

立
派
な
大
人
と
な
り
、
自
ら
の

子
を
連
れ
て
稽
古
に
訪
れ
る
姿

や
、
大
学
生
と
な
っ
て
私
の
指

導
す
る
大
学
合
気
道
部
で
稽
古

を
続
け
る
姿
を
見
る
こ
と
は
、

私
に
と
っ
て
は
う
れ
し
い
サ
プ

ラ
イ
ズ
で
す
。

現
在
、
幸
徳
会
は
石
川
記
念

武
道
館
を
は
じ
め
、
川
崎
市
高

津
・
多
摩
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
、
日
吉
中
学
校
、
神
奈
川
県

立
武
道
館
へ
と
稽
古
場
所
を
広

げ
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
少

子
化
や
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
子

供
の
人
数
は
減
少
し
ま
し
た

が
、
近
年
は
少
し
ず
つ
回
復
の

兆
し
も
見
え
て
き
て
い
ま
す
。

今
回
の
表
彰
を
励
み
に
、
こ
れ

か
ら
も
合
気
道
の
種
を
未
来
へ

と
蒔
き
、
地
域
社
会
の
た
め
、

合
気
道
の
将
来
の
た
め
、
こ
れ

を
育
む
活
動
を
続
け
て
参
り
ま

す
。（
幸
徳
会

中
野
秀
一
）

つくば合気道会（左）と幸徳会

合
気
道
新
日
本
祥
央
会
創
立

５０
周
年
祝
賀
会
は
、６
月
２１
日
、

植
芝
道
主
御
夫
妻
、
林
典
夫
合

気
会
常
務
理
事
、
小
林
幸
光
本

部
道
場
指
導
部
師
範
を
お
招
き

し
、
ま
た
、
来
賓
、
在
籍
会
員
、

姉
妹
道
場
、
道
友
等
約
５０
名
が

出
席
、
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

で
開
催
さ
れ
た
。

当
会
は
１
９
７
６
年
に
新
日

本
証
券
合
気
道
部
と
し
て
創

設
。
当
時
会
社
員
だ
っ
た
故
米

持
英
夫
（
没
時
八
段
位
・
合
気

会
専
務
理
事
）
氏
が
中
心
に
な

り
、
大
阪
商
事
（
新
日
本
証
券

の
前
身
）
で
上
司
で
あ
っ
た
植

芝
吉
祥
丸
二
代
道
主
の
薫
陶
を

受
け
て
ス
タ
ー
ト
。
初
代
指
導

師
範
は
、
植
芝
守
央
本
部
道
場

長
代
行
（
現
道
主
）
が
担
当
さ

れ
た
。

稽
古
は
社
外
に
も
オ
ー
プ
ン

と
し
活
況
の
中
、
研
鑽
を
積
ん

だ
会
員
が
自
分
達
の
勤
務
す
る

会
社
に
次
々
と
合
気
道
部
を
創

設
し
た
。
富
士
通
合
気
道
部
、

第
一
三
共
合
気
道
部
、
東
芝
合

気
道
部
が
姉
妹
道
場
で
交
流
し

老
若
男
女
の
和
の
交
流
を
楽
し

む
な
ど
し
て
い
る
。

植芝道主を中心に

第
４４
回
埼
玉
県
合
気
道
連
盟

合
同
講
習
会
が
７
月
５
日
、
植

芝
充
央
合
気
道
本
部
道
場
長
を

お
招
き
し
、
所
沢
市
民
武
道
館

に
て
行
わ
れ
た
。
講
習
会
に
は

埼
玉
県
合
気
道
連
盟
加
盟
団
体

３６
団
体
、
１
７
８
名
の
参
加
者

が
集
ま
っ
た
。

講
習
会
に
先
立
ち
開
会
式
が

行
わ
れ
、
主
催
者
を
代
表
し
前

衆
議
院
議
員
武
正
公
一
埼
玉
県

合
気
道
連
盟
会
長
が
挨
拶
を
お

こ
な
っ
た
。
続
い
て
来
賓
と
し

て
臨
席
さ
れ
た
小
野
塚
勝
俊
所

沢
市
長
は
、
合
気
道
の
精
神
が

今
の
世
界
に
は
必
要
で
あ
る
と

祝
辞
を
述
べ
た
。

講
習
会
で
植
芝
本
部
道
場
長

は
、
合
気
道
は
基
本
的
な
体
捌

き
で
あ
る
入
身
、
転
換
、
転
身
、

そ
し
て
呼
吸
力
が
も
と
に
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
を
説
き
、
正

面
打
ち
入
身
投
げ
、
座
技
正
面

打
ち
一
教
、
横
面
打
ち
四
方
投

げ
な
ど
基
本
技
を
中
心
に
約
２

時
間
稽
古
を
指
導
さ
れ
た
。

講
習
会
終
了
後
、
場
所
を
移

し
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。
懇
親

会
に
も
講
習
会
同
様
に
小
野
塚

所
沢
市
長
が
出
席
さ
れ
、
植
芝

本
部
道
場
長
、
小
野
塚
所
沢
市

長
が
祝
辞
を
述
べ
た
後
、
乾
杯

と
な
っ
た
。
約
７０
名
の
参
加
が

あ
り
、
各
団
体
の
交
流
が
図
ら

れ
、
盛
会
の
う
ち
に
散
会
と
な

っ
た
。

植芝本部道場長を中心に

尾
張
合
気
会
は
７
月
５
日
、

ヒ
ル
ト
ン
名
古
屋
に
て
滝
本
清

三
師
範
道
歴
六
十
年
記
念
祝
賀

会
を
開
催
し
た
。

植
芝
守
央
合
気
道
道
主
を
は

じ
め
、
熊
野
神
宮
本
宮
大
社
九

�
家
隆
宮
司
、
丹
羽
秀
樹
衆
議

院
議
員
、
尾
�
�
全
日
本
合
気

道
連
盟
相
談
役
、
全
国
各
地
の

合
気
道
関
係
者
や
各
界
か
ら
多

く
の
来
賓
が
出
席
し
、
尾
張
合

気
会
の
会
員
合
わ
せ
て
総
勢
約

１
０
０
人
が
滝
本
師
範
の
道
歴

六
十
年
を
祝
福
し
た
。

開
会
に
先
立
ち
記
念
撮
影
が

行
わ
れ
、
滝
本
師
範
の
合
気
道

人
生
を
振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド
シ

ョ
ー
が
上
映
さ
れ
た
。
植
芝
道

主
は
祝
辞
の
中
で
、
長
年
に
わ

た
る
研
鑽
と
後
進
育
成
へ
の
尽

力
を
称
え
、
今
後
の
さ
ら
な
る

活
躍
に
期
待
を
寄
せ
た
。

滝
本
師
範
は
謝
辞
で
、
こ
れ

ま
で
の
歩
み
を
支
え
て
く
れ
た

家
族
、
諸
先
生
方
、
門
人
ら
へ

の
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

国
内
外
で
の
指
導
や
交
流
を
通

じ
て
得
た
経
験
を
今
後
の
後
進

育
成
や
学
校
教
育
、地
域
活
動
、

海
外
交
流
に
生
か
し
、
合
気
道

の
精
神
を
次
代
へ
伝
え
て
い
き

た
い
と
の
抱
負
を
語
っ
た
。

続
い
て
、
学
生
時
代
か
ら
親

交
の
深
い
央
名
会
氣
守
道
場
の

澤
田
俊
晴
師
範
が
祝
意
を
述

べ
、
乾
杯
の
発
声
を
行
っ
た
。

祝
宴
で
は
終
始
和
や
か
な
歓
談

が
続
き
、
尾
張
合
気
会
か
ら
記

念
ア
ル
バ
ム
の
目
録
と
花
束
が

贈
ら
れ
た
ほ
か
、
滝
本
師
範
と

ゆ
か
り
の
深
い
各
道
場
か
ら
も

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。特
に
、

滝
本
師
範
が
長
年
力
を
注
い
で

き
た
学
校
に
お
け
る
合
気
道
指

導
を
象
徴
す
る
贈
り
物
と
し

て
、
春
日
井
高
校
合
気
道
部
か

ら
部
員
た
ち
の
寄
せ
書
き
色
紙

が
贈
呈
さ
れ
る
と
、
会
場
は
大

き
な
拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ

た
。参

加
者
の
和
や
か
な
祝
福
に

支
え
ら
れ
た
祝
賀
会
は
、
盛
会

の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。
（
一

修
会

佐
藤
大
輔
）

宮
城
県
地
域
社
会

指
導
者
研
修
会

令
和
８
年
度
宮
城
県
（
仙
台

市
）
地
域
社
会
合
気
道
指
導
者

研
修
会
は
、
６
月
２０
日
、
２１
日

に
宮
城
県
武
道
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

中
央
講
師
と
し
て
合
気
道
本

部
道
場
よ
り
櫻
井
寛
幸
師
範
、

ア
レ
ク
シ
・
セ
ス
ナ
ス
指
導
員

を
お
迎
え
し
、
地
元
講
師
の
宮

城
県
合
気
道
連
盟
会
長
の
白
川

勝
敏
師
範
、
同
理
事
長
の
吉
田

洋
孝
師
範
を
含
む
連
盟
加
盟
の

諸
団
体
か
ら
１
４
４
名
が
参

加
、
受
講
し
ま
し
た
。

日
程
構
成
は
、
１
日
目
午
前

中
、
櫻
井
師
範
に
よ
る
基
本
錬

成
１
、
吉
田
師
範
に
よ
る
基
本

錬
成
２
、
午
後
か
ら
は
、
吉
田

師
範
に
よ
る
講
義
、
櫻
井
師
範

に
よ
る
基
本
錬
成
３
、
そ
し
て

質
疑
応
答
。２
日
目
は
午
前
中
、

櫻
井
師
範
に
よ
る
応
用
技
１
、

白
川
師
範
に
よ
る
応
用
技
２
、

午
後
か
ら
、
白
川
師
範
に
よ
る

講
義
２
、
そ
し
て
櫻
井
師
範
に

よ
る
応
用
技
３
及
び
質
疑
応

答
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。

地
元
講
師
に
よ
る
講
習
、
講

義
に
つ
い
て
、
吉
田
師
範
は
、

剣
を
用
い
た
研
修
、
そ
の
後
、

各
人
の
稽
古
開
始
の
き
っ
か
け

や
稽
古
継
続
の
動
機
づ
け
に
つ

い
て
振
り
返
り
、
今
後
の
稽
古

に
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く

か
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で

講
義
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
白
川
師
範
は
、
両
手

取
呼
吸
投
げ
各
種
を
、
杖
に
よ

る
投
げ
と
関
連
付
け
て
指
導
さ

れ
、
無
理
な
く
、
ぶ
つ
か
ら
ず

に
動
く
こ
と
の
大
切
さ
を
説
か

れ
ま
し
た
。
講
義
で
は
、
上
代

以
降
の
日
本
の
歴
史
や
、
剣
術

各
流
派
の
構
え
の
名
称
な
ど
に

つ
い
て
触
れ
、
経
緯
を
踏
ま
え

て
判
断
し
て
い
く
こ
と
の
重
要

性
を
説
か
れ
ま
し
た
。

櫻
井
師
範
は
、
２
日
間
の
講

習
を
通
じ
て
、
正
し
い
半
身
の

姿
勢
や
体
捌
き
か
ら
く
る
重
心

の
安
定
や
中
心
の
意
識
の
重
要

性
を
、相
対
の
稽
古
で
の
結
び
、

つ
な
が
り
の
感
覚
を
捉
え
ら
れ

る
よ
う
稽
古
し
て
い
く
こ
と

や
、
虚
心
坦
懐
に
理
合
の
探
究

に
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
を

説
か
れ
ま
し
た
。
（
宮
城
県
合

気
道
連
盟

理
事
長

吉
田
洋

孝
）

植芝道主を中心に

高
知

指
導
者
研
修
会

高
知
県
地
域
社
会
指
導
者
研

修
会
は
、
６
月
６
日
、
７
日
の

２
日
間
、高
知
県
立
武
道
館（
高

知
市
）
に
て
行
わ
れ
た
。

中
央
派
遣
講
師
と
し
て
本
部

道
場
指
導
部
・
桂
田
英
路
師
範
、

地
元
講
師
と
し
て
高
知
県
合
気

道
連
盟
理
事
長
・
松
村
俊
典
師

範
、
同
連
盟
副
理
事
長
・
松
山

光
師
範
が
指
導
さ
れ
１０
団
体
４１

名
が
参
加
し
た
。

６
月
６
日
に
は
講
習
会
に
先

立
ち
開
会
式
が
行
わ
れ
、
高
知

県
立
武
道
館
・
山
下
英
治
館
長

か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

両
日
を
通
し
て
桂
田
師
範

は
、
体
の
内
と
外
の
動
き
を
合

わ
せ
て
技
を
行
う
事
を
強
調
し

指
導
さ
れ
た
。
２
日
間
と
も
４

時
間
を
超
え
る
稽
古
で
あ
っ
た

が
、
大
き
な
怪
我
も
な
く
無
事

に
終
了
し
た
。

研
修
会
終
了
後
に
閉
会
式
が

行
わ
れ
、
山
下
館
長
よ
り
参
加

者
代
表
に
修
了
証
が
手
渡
さ
れ

た
。高

知
県
で
は
今
研
修
会
の
開

催
は
初
め
て
で
あ
っ
た
が
、
松

村
理
事
長
初
め
多
く
の
参
加
者

か
ら
来
年
度
以
降
の
開
催
を
求

め
る
声
が
上
が
っ
た
。
今
回
の

研
修
会
を
元
に
高
知
県
合
気
道

連
盟
の
更
な
る
発
展
を
祈
念
し

帰
京
し
た
。
（
本
部
道
場
指
導

部
指
導
員

深
浦
徹
也
）

新日本祥央会 ５０周年祝賀会

埼
玉
県
連
合
同
講
習
会

滝滝本本師師範範６６００周周年年祝祝賀賀会会

少
年
少
女
優
良
団
体
表
彰



合 気 道 新 聞 第７７３号令和８年（２０２６）８月１０日（３）

宣誓する鈴木さん（左）と中田さん

岩
間
合
気
道
ス
ポ
�
ツ
少
年
団

中
田

大
翔�
中
２
�

代
表
に
選
ば
れ
て

僕
が
住
ん
で
い
る
、
茨
城
県

笠
間
市
は
合
気
道
の
縁
の
地
と

言
わ
れ
て
お
り
、僕
に
と
っ
て
、

合
気
道
は
身
近
な
も
の
で
し

た
。
僕
は
合
気
道
を
始
め
て
９

年
に
な
り
ま
す
。

今
年
の
合
気
道
の
錬
成
大
会

の
誓
い
の
言
葉
を
僕
た
ち
の
少

年
団
が
代
表
と
し
て
行
う
と
先

生
か
ら
聞
い
た
と
き
、
ど
う
し

て
も
や
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。し

か
し
、
ほ
か
に
も
立
候
補

者
が
い
た
の
で
、
先
生
に
選
考

会
を
開
い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
中
学
校
の
勉
強
と
部
活
と

合
気
道
の
合
間
を
縫
っ
て
、
誓

い
の
言
葉
の
練
習
を
し
ま
し

た
。
選
考
会
が
終
わ
り
、
無
事

代
表
に
選
ば
れ
た
と
き
は
凄
く

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
家
に
帰
っ

て
報
告
す
る
と
、
家
族
み
ん
な

喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
凄
く
緊
張
し
ま
し

た
が
、
一
生
懸
命
練
習
し
た
の

で
、
落
ち
着
い
て
誓
い
の
言
葉

を
言
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

先
生
方
を
は
じ
め
、
色
々
な
方

か
ら
も「
素
晴
ら
し
か
っ
た
よ
」

と
の
声
を
沢
山
聞
き
ま
し
た
。

と
て
も
感
動
し
、
達
成
感
で
満

ち
溢
れ
て
ま
す
。

錬
成
大
会
の
誓
い
の
言
葉
と

い
う
大
役
に
選
ば
れ
た
こ
と

は
、
一
生
に
一
度
の
僕
の
貴
重

な
体
験
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

先
生
方
や
家
族
に
、
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、
稽
古
に
取
り

組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。鈴

木

葵
依�
小
６
�

私
が
学
ん
だ
こ
と

私
は
合
気
道
を
通
し
て
、
礼

儀
や
思
い
や
り
が
と
て
も
大
切

だ
と
思
い
ま
し
た
。合
気
道
は
、

相
手
を
傷
つ
け
る
た
め
の
武
道

で
は
な
く
、
お
た
が
い
を
大
切

に
し
な
が
ら
心
と
体
を
成
長
さ

せ
る
武
道
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

稽
古
で
は
先
生
や
一
緒
に
練
習

す
る
仲
間
に
あ
い
さ
つ
を
し
た

り
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
た

り
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま

た
、
う
ま
く
で
き
な
い
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
あ
き
ら
め
ず
に
努

力
を
続
け
る
こ
と
も
必
要
だ
と

思
い
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
か
ら

も
こ
の
誓
い
の
言
葉
を
忘
れ
ず

に
、
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち

を
大
切
に
し
な
が
ら
稽
古
に
取

り
組
み
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

合
気
道
で
学
ん
だ
礼
儀
や
が
ま

ん
す
る
心
、
最
後
ま
で
や
り
ぬ

く
気
持
ち
を
、
学
校
生
活
や
家

で
の
生
活
に
も
生
か
し
て
い
き

た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
心
も

体
も
少
し
ず
つ
成
長
し
、
周
り

の
人
に
信
頼
さ
れ
る
人
に
な
れ

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

植芝本部道場長金澤大会実行委員長
可児（公財）合気
会理事

私
（
日
野
）
は
、
６
月
２４
日

か
ら
３０
日
ま
で
ニ
ー
ス
で
行
わ

れ
た
Ｉ
Ａ
Ｆ
ユ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー

指
導
の
た
め
に
渡
仏
し
た
。
セ

ミ
ナ
ー
は
２６
日
か
ら
２８
日
ま
で

行
わ
れ
、
開
催
国
の
フ
ラ
ン
ス

を
は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
１３
カ
国

よ
り
１０
歳
か
ら
１９
歳
ま
で
が
約

１
４
０
名
参
加
し
た
。
特
筆
す

べ
き
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
も
参

加
が
あ
り
、
陸
路
と
空
路
で
ほ

ぼ
２
日
か
け
て
来
た
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

３
日
間
で
２
時
間
の
稽
古
が

４
回
の
他
に
、
交
流
を
深
め
る

ゲ
ー
ム
や
パ
ー
テ
ィ
ー
も
行
わ

れ
た
。
ま
た
引
率
指
導
者
た
ち

で
指
導
法
を
共
有
す
る
時
間
も

設
け
ら
れ
、
前
回
り
受
身
や
体

捌
き
の
様
々
な
指
導
法
が
多
く

の
指
導
者
か
ら
紹
介
さ
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
締
め
く
く
り
と
し

て
演
武
会
が
催
さ
れ
、
参
加
者

に
よ
る
国
ご
と
の
演
武
が
披
露

さ
れ
た
。

フ
ラ
ン
ス
は
異
常
熱
波
に
よ

り
例
年
よ
り
１０
℃
以
上
気
温
が

高
く
、
朝
か
ら
３０
℃
を
超
え
る

中
、
森
の
中
に
あ
る
吹
き
抜
け

の
体
育
施
設
に
畳
を
敷
い
て
稽

古
が
行
わ
れ
た
。
基
本
動
作
を

繰
り
返
し
、
取
り
は
半
身
の
意

識
を
、
受
け
は
結
び
の
意
識
を

継
続
す
る
こ
と
を
大
切
に
指
導

し
た
。
屋
根
は
あ
る
も
の
の
３５

℃
と
い
う
集
中
力
の
維
持
が
困

難
な
環
境
で
、
参
加
者
は
大
汗

を
か
き
な
が
ら
体
力
も
気
力
も

出
し
切
り
最
後
ま
で
や
り
切
っ

て
い
た
。
特
に
１８
、
１９
歳
の
参

加
者
は
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し

合
い
、
時
に
は
年
齢
が
下
の
子

達
を
導
き
な
が
ら
本
当
に
良
い

稽
古
を
し
て
い
た
。

稽
古
の
合
間
や
セ
ミ
ナ
ー
終

了
後
に
は
プ
ー
ル
で
は
し
ゃ
ぐ

子
達
や
ペ
タ
ン
ク
で
遊
ぶ
引
率

者
も
お
り
、
主
幹
団
体
の
尽
力

で
参
加
者
も
引
率
者
も
全
員
が

満
喫
し
た
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ

た
。
（
本
部
道
場
指
導
部
師
範

日
野
皓
正
）

ベ
ル
ギ
�
講
習
会

私
（
入
江
）
は
、
４
月
３０
日

か
ら
５
月
５
日
ま
でU

B
eA

（U
nion

B
elge

d’A
ikido

）

の
国
際
講
習
会
に
招
か
れ
ブ
リ

ュ
ッ
セ
ル
市
を
訪
問
し
指
導
稽

古
を
行
っ
た
。U

B
eA

の
訪

問
は
初
め
て
で
あ
る
。

U
B

eA

は
１
９
７
７
年
に

創
立
さ
れ
、
田
村
・
山
田
両
師

範
の
指
導
を
受
け
て
き
た
合
気

会
公
認
団
体
で
あ
る
。
講
習
会

参
加
登
録
者
は
１
８
０
名
、U

B
eA

会
員
の
ほ
か
ベ
ル
ギ
ー

国
内
はA

FA

、V
A

V

、San
suikai

の
各
団
体
か
ら
と
ス
ペ

イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、

ド
イ
ツ
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
等

か
ら
の
参
加
が
あ
っ
た
。

講
習
で
は
基
本
技
を
中
心
に

稽
古
を
進
め
た
。
久
方
ぶ
り
の

ベ
ル
ギ
ー
訪
問
で
充
実
し
た
ひ

と
時
を
参
加
者
の
皆
様
と
過
ご

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
（
本
部

道
場
指
導
部
師
範

入
江
嘉

信
）シ

ン
ガ
ポ
�
ル
講
習
会

私
（
伊
藤
）
は
、
６
月
１７
日

か
ら
６
月
２２
日
ま
で
、
誠
合
気

道
の
招
へ
い
を
受
け
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
講
習
会
指
導
を
行
っ

た
。羽

田
空
港
か
ら
チ
ャ
ン
ギ
空

港
ま
で
は
６
時
間
ほ
ど
の
フ
ラ

イ
ト
で
夕
刻
に
チ
ャ
ン
ギ
空
港

に
到
着
、
そ
の
ま
ま
夕
食
会
場

へ
移
動
し
、
昨
年
同
様
バ
ー
ニ

ー
先
生
ご
家
族
と
夕
食
を
楽
し

ん
だ
。

翌
日
の
夕
刻
、
誠
道
場
の
会

員
を
中
心
に
４０
名
ほ
ど
で
集
中

稽
古
、
金
曜
日
は
グ
ル
カ
道
場

で
の
稽
古
に
約
８０
名
が
参
加
、

続
い
て
四
段
３
名
の
審
査
を
行

い
、
全
員
が
合
格
し
た
。

土
日
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
内
の

大
ホ
ー
ル
で
講
習
会
、
誠
道
場

を
始
め
、
多
く
の
団
体
か
ら
参

加
者
が
あ
り
、
１
５
０
名
程
が

汗
を
流
し
た
。
（
本
部
道
場
指

導
部
師
範

伊
藤
眞
）

マ
レ
�
シ
ア
講
習
会

私
（
伊
藤
）
は
、
７
月
１
日

か
ら
７
月
６
日
ま
で
、
マ
レ
ー

シ
ア
合
気
道
協
会
の
招
へ
い
を

受
け
、
コ
タ
キ
ナ
バ
ル
で
講
習

会
指
導
を
行
っ
た
。

例
年
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
今

年
は
サ
バ
州
支
部
（
代
表
ケ
ニ

ー
氏
）が
２０
周
年
と
の
こ
と
で
、

現
地
に
て
開
催
さ
れ
た
。

サ
バ
州
の
主
要
都
市
コ
タ
キ

ナ
バ
ル
は
ボ
ル
ネ
オ
島
に
位
置

し
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
や
マ
レ

ー
象
な
ど
、
野
生
生
物
の
豊
富

な
島
で
あ
る
。

稽
古
は
土
、
日
に
か
け
て
９

時
間
行
い
、
マ
レ
ー
シ
ア
国
内

は
も
と
よ
り
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

ブ
ル
ネ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
か

ら
８０
名
が
参
加
し
た
。
（
本
部

道
場
指
導
部
師
範

伊
藤
眞
）

日野師範を中心に

関
戸
章
弘
氏
（
入
間
幸
武
館

道
場
師
範
）
７
月
４
日
逝
去
。

享
年
８０

全日本少年少女合気道錬成大会誓
い
の
言
葉

Ｉ
Ａ
Ｆ
ユ
�
ス
セ
ミ
ナ
�
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合 気 道 新 聞 （４）令和８年（２０２６）８月１０日第７７３号

【四段】

◆本部道場�岡本大生◆茨城支部道場�宍

戸肇、西住信義、豊浦正児◆合気道研心会

�小西大輔、鈴木秀子◆茨城県合気道連盟

�鈴木善之◆鍬守道場�安藤恭介◆合気道

合心館�刑部俊宏◆桜台合気道クラブ�小

松卓矢◆中野区合気道会�木下千鶴◆円悠

会�奥田紗弓◆神武塾�橋本美智子、多田

作枝◆小林道場�Z.Subotic◆中華民国台湾

�李頤鋒、陳建源、衛愛欣、陳天財、陳昭

安◆U.S.A．�A.Connelly、K.Hayward、E.

Lares、D.Pozdnyakov、H.Rodriguez、M.Marco、

A.CuevasJr．、D.Grace、A.Bowlds、C.Higa、

S. Ashen◆MOROCCO�T. Bouzad◆MEX-

ICO� J. Pillado◆BELGIUM�R. Kuhfus◆

GERMANY�G. Hansen 、 K. Marshall 、 C.

Mende◆POLAND�B.Popielski、E.Bazylko

◆HUNGARY�H.Zsolt、J.Jozsef◆SINGA-

PORE�P.Gurung、N.Sunuwar、B.Gurung◆

AUSTRALIA�T.Jones、Z.Tobin、G.Traynor

◆ BULGARIA�V. Avrov 、 E. Georgiev ◆

CROATIA�M.Ljilja、S.Orsulic◆ARGEN-

TINA�E.Pelozo、S.Lujan◆UKRAINE�T.

Bodi、R. Bolgov◆BRAZIL�R. Busto、L.

Coelho◆SPAIN�C.Quijano◆RUSSIA�A.

Aleksandrov 、 A. Karchava 、 I. Galiev 、 V.

Tabachkova

【参段】

◆本部道場�酒井葉子、A.Fontaine◆茨城

支部道場�V.Potov◆合気道研心会�井上

和人◆旭川道場�多田衣季◆合気道大町道

場�林里砂◆愛媛合気道塾�木下功一、田

所梨絵◆熊野塾�S.Susana、C.Salvador、M.

Guiomar◆月窓寺道場�中西美津奈◆広島

合気会�小田尚◆合氣道修練道場自然館�
朝香幸男、河西多郎◆祥平塾�小林鉄郎、

今井俊一、岡田越史、唐鎌港、森克裕、武

藤謙、古田悠馬◆青葉塾道場�加納幹也、

牧野和夫◆船橋合気会�尾形直、上中聡史

◆大塚道場明道館�中嶋佳奈◆中央区合気

会��橋恵◆中野区合気道会�藤浪進◆長

岡市合気会�河内崇、澤野好裕◆北総合気

会�小川�彦◆成田合気道友会�内村有岐

◆円悠会�宮�那津子◆明治神宮至誠館�
L.Ottaway、E.Lee◆合気道正武会�高淵朋

子、三ヶ山彩加◆緑が丘合気会�立上智子、

南博通、岡本直之◆真庭合氣会�難波幸子

◆十勝合気会合気道�伊在井和憲◆流山合

気会�眞鍋義人◆つくば合気道会���圭

◆吹泉館�寒原芳浩◆紀州熊野合気会�A.

Petrosyan、J.Rivero、R.Lobo◆Ａ＆Ｐ合気

道平和塾�鈴木亨◆大宮氷川合氣会�内田

達也◆小林道場�V. Jovicic、N. Anastasi-

jevic、T.Tomasevic◆中央大学�長江優太

朗、石田龍之介◆SWEDEN�D.Adolfsen◆

BRAZIL�S.Harada、A.Nascimento、M.Ol-

iveira、C.Teixeira◆U.S.A．�M.Richardson、

B.Hayes、A.Reinhart、R.Hewell、R.Alvarez、

D.Poulicakos、T.O’Grady、T.Tauscher、B.

Smith、T.Bowcutt、青草由希久、A.Nicholson、

A.Dave◆中華民国台湾�董弘一◆MEXICO

�M.Encinas◆SPAIN�P.Gonzalez、V.Piosa

◆INDONESIA�L.Hung、D.Kurniawan、A.

Komara◆GREECE�G.Petsas、A.Vlachotha-

nasis◆HUNGARY�B.Horvath、 N.Balogh、

D.Kovacs、Z.Mezosi、P.Lugosi、G.Takacs

◆AUSTRALIA�A.Smith、M.Richards、J.

Moen◆CROATIA�R.Sikiric、T.Majcenovic

◆ITALY�D.Sieni◆TURKEY�K.Suren◆

MOROCCO�S. Idrissi、A. Mira◆ARGEN-

TINA�R.Arana、O.Pinero、E.Maciulaitis、

A.Lopez、 J.Galvan◆RUSSIA�N.Sorokina、

E.Zotov、A.Galaburda、I.Vasilieva、E.Chubi-

nets、A.Troyan、L.Makarevich◆FRANCE�
C.Chabanier

【弐段】

◆本部道場�A.Perreault◆深谷合気会�深

浦美穂◆合気道研心会�後藤幸太郎、大坪

弘子、房前絢子◆住吉塾�小堀武志、三宅

智之◆合気道西大和会�鈴木江美◆愛結会

�山下和彦◆愛媛合気道塾�石�結香、前

野姫捺◆長崎氣和会�荻野隆彦◆合気道釧

路道場�佐々木紳輔◆鍬守道場�鈴木淳◆

月窓寺道場�兼盛雅幸、佐藤芳美、渡部範

雄◆広島合気会�蟹井靖司◆合気道合心館

�白井由紀、中村奏渚、日野暢彦、金山和

弘◆桜台合気道クラブ�日高倫◆合気道滋

賀�唐土俊春、山川佳代子◆自由が丘道場

�大久保貴史◆祥平塾�末永利一郎、末永

朱美、竹村幸介、岩永知子、竹之内朋子◆

船橋合気道道友会�畠山咲那◆船橋合気会

�信太響◆祖師谷合気会�寺本亜生◆竹豊

館�森口結菜◆長岡市合気会�野口正寛◆

等々力道場�伊藤早希子◆京都近江合気会

�村西謙一◆豊川合気会合気道伊東道場�
松本誠一◆円悠会�近藤美音奏◆明治神宮

至誠館�N.Roos、B.Juel◆合気道正武会�
松島信之、三好良樹◆緑が丘合気会�小幡

裕子◆合気道錬成会�西村克志◆合気道和

光道場�楠本桂子◆よみうりカルチャー恵

比寿�村岡慶人◆合気道大和武育会京都武

育会�山津利崇、上嶋大一◆つくば合気道

会�杉山たまき◆合気道三心会�安藤美幸

◆合気道平出道場�坂柳祐馬◆一宮合気会

�遠藤文晴、木村希望、吉田治文◆城南合

気会�川�由紀子◆むさむら合気道同志会

�谷嶋竹生◆専修大学松戸高等学校�宮脇

幸太、石山沙夜、山内陸生◆東京農工大学

��倉響◆東北大学�米津啓大◆東京都市

大学�増田紘子◆ BELGIUM� J. Ficher-

oulle、J.Nunes、B.Gabriel、E.Chaltin、G.Lam-

bert◆ U. S. A ．�D. Hauser 、 B. Hart 、 C.

Derienzo、T.Kelly、J.Gadzik、M.Mccauley、

J.Fratello、N.Zagorin、A.Valdecanas、F.Torres、

A.O’Brien、A.Rella、F.Aviles、M.Cusumano、

A.Telyakovskiy、栗田聡子◆ARGENTINA

�E.Jofre、V.Galeano、M.Suan、C.Rodriguez

◆SWEDEN�K. Poshkohani、K. Back、C.

Engvall、R.Nicklasson、S.Farley◆BRAZIL

�A.Fiuza、R.Kuno、G.Aulicino、S.Mesquita、

R.Jacomini、C.Asano、J.Pereira、仲健児ロ

ニ◆SPAIN�R.Hurtado、F.Echepare、A.Fer-

nandez◆RUSSIA�A.Vitsco、M.Arefjev、T.

Mituzas、A. Morozova、S. Gudvilovich、R.

Valeev、A.Gusev、M.Nikulin、D.Gubarev、

V.Solovyev◆LITHUANIA�D.Murauskas◆

POLAND�B. Szypelow、 J. Szczesniak、 P.

Badzinski、O. Zdunowska、R. Lewandowski

◆INDONESIA�B.Munandar、M.Sururi、H.

Alfian、D.Hadisantoso、T.Riadi◆GREECE

�M.Kouvela、E.Vamvakas◆HUNGARY�
C.Nicolaie、J.Marcell、A.Toth、T.Grigorov、

H.Peter、T.Varga、M.Novak、P.Richard、L.

Mihalcsik、B. Barnabas◆SINGAPORE�B.

Kurumbang、S.Rai、S.Gurung、P.Kedem◆

AUSTRALIA�B.Duck、H.Hammick、N.Bel-

licanta、T.Pettinari◆BULGARIA�M.Karai-

vanov◆CHILE�J.Zapata◆U.K．�E.Dome-

nech◆NETHERLANDS� J. Pas、R. Koolen

◆EGYPT�A.Shams、M.Sebaie◆TURKEY

�T.Erkan、A.Gurbuz、E.Dogan、M.Bardakci、

M. Unel ◆ MOROCCO � Y. Barakat 、 H.

Tagounit、M.Sidk、T.Mustapha、E.Mohamed、

S.Mouhcine、A.Hassan、M.Nadi、N.Samih、

H.Hammouche、M.Mouhandiz、M.Chakik、

Y.Bassit、安部勲、松野一平、中川友佳、

山田亜紀奈、S.Haddaoui、M.Dkhissi、H.Ou-

bihi、Z.Samak◆UKRAINE�O.Kramarenko、

O.Kryvopusk、Y.Lavrynenko、Y.Kovalchuk

◆FRANCE�G.Lebaz

【初段】

◆本部道場�S.Abood、大西智美、亀田卓、

萩谷友輝、若松葵◆茨城支部道場�田村翔

汰、佐藤凛◆一宮合気会�加藤章紘◆城南

合気会�三橋美香◆合気道研心会�椛沢信

之、村田幸義◆友志会友志館�太田光宥、

宮津綺乃、藤田一希、斎藤美悠◆愛結会�
清水宏幸◆合氣道 合氣塾�青木佳子、神

戸勝彦◆花見川道場�大野鼓、平山陸、田

中玲子◆合気道釧路道場�近藤洸希◆広島

合気会�木戸直博◆合氣道八和会�河橋辰

哉◆合気道合心館�寺床由紀子、稲田亜美

◆合気道士道館�八重梅叶多、山田裕太◆

合気道自在館�柿崎健太郎、新開弘二、大

澤青隼◆合氣道修練道場自然館�鈴木勝、

鈴木まどか◆順風会��田亮治◆小山合気

会�岩原康文、桑垣健太◆祥平塾�松下剛

大、榊美姫、萩原利文、岸本健士、K.Holbaum

◆船橋合気道道友会�村田明繁◆大宮合気

道倶楽部�井出拓磨◆大塚道場明道館�尹

雋熹、�田真里◆竹豊館�森口柚香◆長岡

市合気会�関本勉、北島朗子◆田辺道場�
南出吉美、川端素直◆入間幸武館道場�恒

川健司◆合気道黒石塾�上野優莉、眞鍋博、

佐藤政紀◆成田合気道友会�飯島正和、V.

Cam、松尾光春、古川ナタリア、岸佳人、

若山幸◆名古屋合氣会�T.Carlos◆合気道

昭和道場�鈴木隆◆今治合気会�仲矢武

史、渡邉啓人、西村心美◆明治神宮至誠館

�P.Richardson、G.Mul◆合気道正武会�井

上正太郎、河合悠嘉、守長健佑、山口凌太、

金高大泰、吉富千翔、村上愛美、谷口大河、

渡�楓乃、城ヶ平慶、八坂朋香、小島優寿、

�田悠莉、福田柚七、藤井彩◆和氣會�荘

野一星、荘野雄大◆合気道和光道場�増岡

瑠璃◆合気道平成会�於勢彩愛◆合気道光

輝会�森永彩水◆守清館�山崎篤行◆守谷

合気道クラブ�堀川康弘◆流山合気会�大

田貴美子、渡辺舞広、佐藤雅◆合気道高城

道場�春日良祐◆つくば合気道会�桑原秀

則、細田倫男◆合気道三心会�山下沙也奈、

春田隼輔◆鞍馬口道場�中村奏太、戸松荘

太◆合気道心身ストレッチ道場�前川光弘

◆合気道平出道場�川久保龍之輔◆船橋西

部合気会�久保希真、安藤遥介◆飯田合気

会�佐藤裕月◆徳親館�緒方一彦◆PACI-

FICAIKIDO�難波ひかる、M.Daggett◆小

林道場�A.Oborevich、N.Sirovatka、A.Gli-

gorin、T.Zizovic、N.Kosavac、I.Jaksic、L.And-

jic、A.Gal’Ko、V.Bashliy、K.Buzurgkhonov

◆杉並学院�江口結美、島田あんな、久保

珊文、ポリシチュク・ステパニダ、横山杏、

高田潮、大久保優真◆本郷中学高等学校合

気道部�荒川聡志、田部井悠◆英明フロン

ティア中学校・高等学校�八木美有◆高崎

経済大学�大杉龍生、安田悠人◆九州大学

�三原光琉、芳賀由奈◆滋賀大学�伊藤智

哉、片山仁◆新潟大学�染谷陽沙武、鈴木

希佳◆西南学院大学�久保あゆり、渡辺爽

子◆中央大学�多比羅絢香、赤木絢香、小

林唯、佐々木花菜、宮内剛生◆東京外国語

大学�竹俣海優、中河咲耶子◆東京農工大

学�衞藤菜々子、馬場愛理◆東北大学�佐

藤多恵、三好小春◆明治大学体育会合気道

部�石山稀美、山岡千裕◆立教大学�大澤

夢夏果◆電気通信大学�小島夕輝◆BEL-

GIUM�P.Wetzel、O.Cocriamont、M.Abouel-

fath、C.Evrard、L.Thieghem、A.Melin、M.

Braet、J.Neels、A.Bourgois、G.Bauden、K.

Devos、J.Strijcker、I.Decloedt、M.Maarten、

C.Jade、D.Theotim、M.Aurore◆ARGENTINA

�M.Ponce、G.Berto、A.Barrera、W.Casas、

G.Cottier、J.Blanco、A.Gomez、A.Quarleri、

L. Valensisi、R. Amores、G. Alessandrini◆

SWEDEN�F.Liu、J.Karlsson、M.Nowakow-

ski、J.Lindau、上安クリストフェル、R.Penya、

A.Ebbestad、E.Lowen◆BRAZIL�W.Marion、

V. Moreira ◆ U. S. A ．� M. Stevens 、 S.

Cherkasskiy、C.Goubard、C.Bella、I.Brown、

R.Capshaw、S.Moody、G.Belliard、F.Guzman、

B.Loughrey、P.Heilman、H.Kramer、N.Lucas、

S.Marriott、D.Caparros、S.Haghshenas、F.

Atienza、V.Palma◆SWITZERLAND�P.Pret-

lot、J.Delley◆GERMANY�A.Ober、C.Look、

G.Alexy、L.Helms、S.Volland◆POLAND�
M.Koscielecki、B.Hetmanczyk◆SPAIN�F.

Rodriguez、H.Valdes、J.Pulido、J.Izquierdo、

J.Recio、L.Jimenez、M.Miguel、O.Rodero、

R.Valdes、R.Crespo、R.Verdugo、C.Santos、

J.Vicente、M.Blanco、S.Morales、I.Minon、

A.Leocadio、S.Martinez、B.Tapia、J.Guerra

◆INDONESIA�C.Jatmiko、H.Primanda、

Chaidir、B.Anselmo、R.Kemiray、V.Sumantri、

D.Prasetyo、D.Junita、T.Kuswara、S.Indrani、

K. Agady◆ARMENIA�M. Melkonyan、D.

Atanesyan、D.Sahakyan◆RUSSIA�E.Mik-

haylina、T.Evdoshina、N.Pavlyuk、T.Kalinka、

G.Godelaitis、J.Terleckas、D.Orekhov、D.Yaki-

mov、R.Khairullin、A.Kalaeva、N.Eliseev、

A.Zamalieva、A.Iskrina、S.Ryzhikov、K.Fedos-

ova、S.Tisler、D.Karpeev、O.Gurin、A.Por-

firyev、A.Vasko、A.Pagaeva、N.Marakushin、

L.Sokolov、A.Morusentsev、M.Karagonov、

S. Akimov、K. Musrasrik◆HUNGARY�B.

Kis、L.Dombi、A.Frombach、G.Petriko、A.

Barath、M.Holl、O.Bodza、S.Nagy、A.Kiraly、

L.Pancsira、Z.Pinter◆中華民国台湾�鄭成

大、典均、王麗、楊奇武、蔡旻融、許福

仁、林以辰、陳佑翔、余家蓁、余壬美、呉

嘉霖◆SINGAPORE�M.Law、R.Shahi、D.

Rai、S.Angdembe、K.Rana、Y.Kedem、唐

英祥、沈哲勲、朱永祥◆AUSTRALIA�J.

Johnston◆SWITZERLAND�D.Doebeli、B.

Grivel◆NETHERLANDS�M.Kox、T.Laan

◆BULGARIA�R.Vasileva、K.Lyubenov、

V.Yordanov、S.Radnev、A.Mitev、V.Nikolov

◆CHILE�J.Gonzalez、C.Lillo◆U.K．�J.

Baillie◆ITALY�R.Marchesi、D.Boscagin、

G.Anelli◆TURKEY�B.Sulen、 M.Erbudak、

M.Avci、E.Onat、C.Aksoy◆MOROCCO�
宮本啓示、西山將太郎、Z.Fikri、A.Elaati、

W.Bouzidi、Y.Sidk、E.Kouba、Z.Fanidi、F.

Boualem、Y.Ramy、O.Fanidi、R.Elfaiz、A.

Sani、L.Maamri、I.Chajari、A.Hmami、R.

Harim、R.Tahiri、A.Souffiani、R.Lhassan、

M.Ahroum、D.Daouim、M.Bouzerz、A.Khadir、

F.Belahcen、B.Abdani、A.Boufoussi、A.Abdani

◆ UKRAINE�Y. Hiliaka、 V. Chubar 、 A.

Haraiev

各各道道場場のの昇昇段段者者
令和８年６月１５日～

７月１４日

（公財）合気会登録


